
歴
史
地
理
学
会
会
報
第
一

O
O号
を
記
念
し
て

菊

地

夫

末日

て

B
本
歴
史
地
理
学
研
究
会
か
ら
竪
史
地
理
学
会
へ

一
九
ム
ル
人
」
土
山
口
二
十

7
1
一い

日
本
]
〔

L
k
b
n
h↓
学
研
究
会
が
創
立
さ
れ
た
c

フ
勺
一
一
口
の
い
い
い
~
会
・
ナ
ブ
一
ぷ
は
口
〕
乞

i

十
二
二

J

に
お
レ
て
問
か
れ
た
。
ム
一
一
員
一
日
時
制
十
名
手
、

b
h
j

つ
ム
~
c

こ
れ
ぺ
J

A

T

いじれ

Mi
で
た
市
立
学
会
内
前
九

d

で
去
る
e

そ
し
て
一
九
七
八

以
内
t

山
人
法
門
学
会
ば
い
て
苧
ヘ

dhC2t
二
十
回
山
守
口
ル
士
院
什
知

J

口
一
ワ
と
し
て
発
行
し
た
c

-
一
-
一
ー
ヘ
，
、
、

わ
し
ム
ピ
i
i
L

・凶マ

一
、
昨
科
目
吐
と
し
て
二
十
需
を
三
一
行
し
た
の
で
あ

1

1

1

1

之
士
k
t
…
ヰ
~
一

:

1

1

}

h

!

 

む
こ
h
u
h
-

十
一
日
打
に
は

円
二
叱
仰
い
一
日
い
す
f

一一一ム-一日開刊の淳一

今
一
A九
一
行
L
J
6
4
h
v

こ
と
に
な
る
c

字
へ
ぶ
引
ιTL
か
じ
汗
ご
と
に
と
一
日
付
(
一
昨
一
』
{
付
し
て
き
ょ
~
ム
エ
誌
が
笠

¥

ヨ

フ

ヒ

4

L

こ
う
ご
、
;
、

c

¥
r
z
p
L
'
白
血
プ
一

B
4
4

〈

E

J

J

-

h

a

J

h

r

，
h
-

え
っ
て
ム
れ
ば

長
主
月
に
わ
た

て
よ
く
も
つ
づ
い
て
き
た
も
の
で
あ
ミ
。

什
一
行
よ
長

日

ァ

i
エ
/

照
史
池
内
円
?
の
炉
ー
究
会
b
x
A
子
会
は
い
く
つ
も
創
立
さ
れ
て
は
ま

も
な
く
消
滅
し
た
。
そ
の
出
E

で
も

一
八
九
九
年
に
日
本
歴
史
地
環
訴
究
会

(
ん
徐
に
日
本
際
安
地
閉
山
山
子
会
主
改
称
)

が
も
ヲ
と
も
な
が
く
つ
づ
い
た
c

し
か

し
一
九
二
二
年
九
日
け
ま
で
え
什
」
つ
づ
け
た
雑
誌
一
歴
史
地
用
品
」
は
停
1

片言
A

」れ、

学
会
活
動
4
M
弱
ま
っ
た
。
こ
の
年
に
関
東
十
ヘ
主
災
が
発
生
し
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
後
も
歴
史
地
国
二
干
の
研
究
者
ば
矯
加
し
、

歴
史
地
理
学
も
発
達
し

つ
づ
け
て
き
た
。

一
九
五
ら
一
年
代
は
日
本
が
第
二
次
大
教
の
助
一
民
か
ん
立
ち
あ
が
れ
ソ
、
由
民
托

清
一
も
ど
ん
底
か
ら

J

上
向
き
に
な
句
、
学
術
文
化
も
一
急
速

κも
町
あ
い
か
つ
て
亨
十
も

完
全
氏
お
け
る
地
理
学
が
一
ま
わ
り
も
!
大
L
f

亡
く
な
っ
た
時
期
で
あ
〔
J

i

た
F
U

目

F

、わ

た
め
、

日
本
地
周
一
学
会
に
つ
い
て
学
会
め
組
経
・
運
営
・
構
造
い
か
大
舎
な
伊
町
山
町

と
な
り
、

h
A
-

空
ざ
ま
の
改
革
が
な
さ
れ
た
。
他
方
に
は
新
し
い
学
ム
一
一
が
片
付
日
々
と

創
立
さ
れ
た
。
統
合
的
学
会
と
し
て
‘

人
十
人
地
理
一
子
会
F

東

北

カ

mt
一
子
会
h
s
v

一

で
ふ
円

部
門
別
的
地
史
学
会
と
し
て

日
本
歴
史
た
理
学
研
究
会
島
「
[
]
ナ
ん
た
宍
一

教
育
学
ム
一
一
や
特
済
地
理
学
会
中
政
治
地
理
学
会
な
ど
で
友
毛
c

彩
』
合
計
す
と
三
一

昨
会
・
+
八
会
は
お
祭

h
さ
わ
ぎ
に
な
句
J

J

h

で
去
る
が
、
引
に
町
一

ム
一
一
員
が
冬
く
、

「
げ
允
}
悶
U
4
A

子
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
夜
間
リ
研
究
を
よ
〈
淳
一
く
ほ
め
き
げ
る
こ
と
辛
子
て
主
-

F砂

1v、

m
h
接
科
学
と
め
学
際
的
交
流
も
で
き
る
c

L
か
し
ム
出
向
ロ
J
I
H
A
a
r

、
一
一
七
レ
ウ

ら
、
学
会
を
終
叶
時
一
寸
る
会
計
が
弱
点
と
な
っ
て
消
滅
し
島
寸
心
c

-]4-

一
人

F
応
"
会

者
の
身
に
な
れ
ば
、
三
大
作
一
合
的
学
会
に
入
会
し
て
き
尽
に
得
意
と
ず

4
9
J
L
M

日
学
会
に
も
入
会
す
司
令
。
研
究
者
わ
一
円
判
官
叫
め
出

ir苦
し
く
な
ミ
c

z

、十三一ナ

f

J
U

記
門
別
学
会
ぼ
会
計
の
一
匹
か
ら
学
一
ム
一
日
を
維
持
し
て
レ
〈
こ
と
が
む
ず
A
，d'
)

ノ

i
h

いも司令。
そ
れ
を
わ
か
っ
て
い
て
も
、

日
本
歴
史
地
理
学
研
究
会
な
出
発
し
た

cchト
]

の
発
起
人
が
い
く
ど
も
会
合
し
て
趣
意
書
を
/
ノ
イ
め

こ
れ
を
日
本
比

I
ι
U
T
午、

池
田
二
子
研
究
者
に
配
句
、

そ
の
中
か
ら
本
会
の
評
議
員
と
し
て
四
十
一
口
名
守
一
存

薦
し
て
第
一
回
総
会
を
開
会
己

会
町
七
ゲ
石
原
認
」
て
が
ウ
一
し
た
。

」
の
円
い
わ
十
ン
一
口

に
十
三
名
の
研
究
発
表
者
が
あ
旬
、
出
席
者
は
約

λ
十
名
で
あ
「
た
c

こ

F
U
T

め
八
月
に
会
院
に
し
た
が
っ
て
常
任
委
員
八
や
む
を
選
出
し
、
九
月
一
一
斗
〔
じ
に

r

一
回
常
任
雲
員
会
を
玄
可
決
会
館
に
お
い
て
問
問
き
、

常
任
委
員
長
を
互
系

L
、
時
-



任
委
員
の
会
務
分
担
を
し
て
、

よ
う
や
く
運
営
が
軌
道
に
の
っ
た
。
顧
問
に
故

を
い
た
だ
き
、

現
在
の
名
誉
会
員
の
小
牧
字
、
融
和
先
生

当
分
の
間
ば
会
長
を
お
か
子
、
ム
ロ
の
い
い
日
括
責
任
者
を
常
任
委
員

内
自
官
二
先
生
、
故
吉
田
良
一
先
生
と
、

長
で
ま
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
だ
。
私
が
常
任
委
員
長
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
一
二
期

六
ヶ
主
も
こ
の
状
患
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

建
前
で
は
、
学
会
で

こ
わ
理
由
は

な
く
て
研
究
会
で
あ
れ
リ

し
か
え
学
陀
・
学
日
凶
ι
ゲ
)
開
門
わ
ず
に
民
主
的
に
運
営
す

る
た
め
で
ふ
る
と
し
た
が
、

本
音
で
は
、
会
員
が
何
人
に
な
る
か
、

会
資
は
ど

れ
だ
け
年
、
る
か
わ
か
ら
な
レ
し
、

?
L
 

片
町
合
的
学
会
か
ら
の
圧
迫
J

も
小
き
く
は
な
レ

い
(
J

研
究
会
が
消
一
試
す
る
か
と
レ
z
s
f
{女
も
あ
句
、

こ
の
よ
う
な
迷
懇
を

会
長
と
な
る
人
に
わ
子
ム
土
寸
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ち
で
去
っ
た
。
研
究

ム
一
一
円
一
事
融
問
所
も
臨
時
に
拙
宅
に
お
い
て
事
九
時
い
を
進
め
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
年
の

十
一
日

J

二
十
九
一
口
に
第
一
一
回
例
会
合
一
立
教
大
生

4

に
お
い
て
開
い
た
。
そ
れ
か
ら

ト
判
ム
一
一
は
寸
で
に
九
↓
余
白
え
つ
づ
い
て
い
る
c
V

』
れ
ら
の
同
門
会
の
乏
表
者
と

そ
の
↑
↓
!
?
は
一
引
に
掲
げ
ら
れ
て
い
、
る
が
、

こ
れ
を
人
て
も
、

一
一
↓
年
間
の
芸

穣
し
た
同
一
ム
z
n
l

一Mt
{

』
仁
子
よ
↑
一
れ
れ
占
民
間
十
へ
は
い
、
か
に
十
ぺ
主
-
レ
も
の
で
み
の
る
か
は
わ
か
る

こ
の
第
一
回
例
会
絞
め
常
任
歪
員
会
に
特
記
す
べ
き
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

そ
れ
は
日
本
暦
白
人
尚
一
四
二
一
一
一
河
川
吃
会
の
雲
市
衿
所
を
立
教
大
学
地
理
学
研
究
室
に
お

く
こ
と
を
吹
務
・
会
計
担
当
門
出
回
栄
一
さ
ん
が
承
諾
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
か
ら
七
年
i

J

後
に
b
l
日
々
J

へ
は
浅
呑
常
任
委
員
長
を
直
接
被
佐
し
、

昭
町
四
十

九
年
四
月
よ
り
常
任
委
員
長
と
た
わ
、

一
九
℃
八
~
ヰ
ま
で

実
に
二
十
年
間
氏

わ
た
っ
て
、

庶
務
・
会
計
を
担
当
し
、
き
ら
に
会
務
全
般
の
舵
括
を
引
き
ろ
け

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は

私
の
場
合
も
そ
う
で
あ
ヲ
た
が

中
田
さ
ん
の
場
合
も
、
常
任
委
員
の
労
力
分
担
だ
け
で
は
ま

K
あ
わ
ず
、
御

令

閣

の

御

奉

仕

が

頼

り

に

な

っ

た

こ

と

が

多

い

と

推

察

さ

れ

る

。

こ
の
機
会
を
引
用
し
て
深
く
御
令
聞
に
感
謝
か
】
申
し
あ
げ
る
。
こ
の
こ
ろ
存
F

謙
二
日
め
さ
ん
が
「
会
員
を
ど
ん
ど
ん
熔
す
か
ら
、

し
っ
か
R

ゃ
れ
一
と
b
h
干
し

た
。
会
員
は
年
々
二
十
数
名
ず
つ
増
加
し
た
。
ム
一
一
貨
の
tru

併
は
ほ
と
ん
レ
一
七
九

っ
た
。

九
五
八
年
四
月
に
刊
行
き
れ
た
て

「

rHe

」
円
ノ
し
て
紀
前
司
祭
一
口
ち
が

月
十
五
日
に
会
員
一
通
信
第
一
号
が
全
会
員
に
配
布
さ
れ
た
。

一
九
六
↓
ハ
主
に
「

念
歴
史
地
珂
学
研
究
会
は
「
歴
史
地
問
二
十
会
」
に
改
尽
き
れ
た
。

こ
れ
J

日ム一ruu

か
ら
研
究
会
で
は
な
く
学
会
に
寸
べ
き
で
あ
る
と
い
F
I
E
-
ヲ
が
強
か
マ
ム
三
A
Y

で
あ
る
。

一
九
七
四
年
に
「
会
員
通
信
」
の
々
引
を
や
め
て
「
序
市
民
地
問
ハ
ゲ
ム
士
会

報
」
と
改
称
し
て
学
会
斗
一
誌
に
発
{
帰
一
し
た
c

き
ら
に
府
中
人
地
売
学
会
の
軟
化
合
J

わ
/
/
、
ム
ソ
れ
た
。

そ
の
た
め
に
旧
会
引
を
廃
し
て
新
会
引
が
行
わ
れ
た
ο

1 :;← 

'

ム

司

ふ

A

d
)
g
f
 

す
で
に
全
国
に
わ
た
り
五
百
数
十
乞
に
こ
え
て
い
v

た
。
と
め
よ
R

な
阿
i
r
人し?一円一

学
会
の
発
展
は
、
初
代
会
長
め
桟
呑
幸
雄
き
人
が
三
判
断
+
九
ル
生
に
わ
た
f

J

一一町

カ
し
、

次
に
藤
荷
謙
二
尽
き
ん
が
二
代
自
の
会
長
と
な
h

、
昨

仏

に

4
4
G
二
γ
三、

え
が
三
代
目
め
会
長
と
な
っ
て
歴
史
忠
男
学
会
計
思
九
度
に
努
力
士
一
れ
だ
c

間
に
二
代
目
会
長
か
ら
中
回
栄
一
さ
ん
は
常
任
季
戸
員
長
と
な
町
、

EmLよ
ι
符
ハ
ヰ
ム
土

~ 

守
t 

の

π川町寸
L

、
安
定
化
す
る
た
め
に
歓
々
の
佐
織
を
空
わ
ぬ
け
た
む

二
、
歴
史
地
理
学
会
会
報
第
一

O
O
寺
に
な
る
ま
て

会
報
第
一
戸
U
C
Eち
と
い
え
ば
ず
ヲ
し
円
と
し
た
章
一
量
感
が
あ
る
。

現
在
わ
ム
ド
一
任
一

は
三
十
七
頁
の
眼
き
で
あ
町
、
年
六
回
の
同
月
利
子
去
る
n

そ
れ
上
に
民
与
に
で

翌
二
十
日
数
十
頁
-V
↑
年
一
回
づ
っ
発
行

L
て
い
る
。
こ
の
二
十
忽
間
に
合
目
見
ド
一
一
-

か
ら
ム
一
一
較
に
な
る
ま
で
の
発
展
ぶ
り
を
頁
数
か
ら
ふ
わ
か
え
っ
て
み
よ
円
。

お



も
な
変
化
を
と
り
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ム
一
一
口
同
通
信
Fum

一
号

円
版
か
ら
4
2
d
e
プ
印
刷
に
変
更
す
る
。
発
行
は
こ
の
こ
ろ
ま
で
年
五
回
が
多
か
っ
た
。

ム一一口
H
d
'
e
川
忠
二
十
四
日
ち
一
九
六
四
年
間
H
H
d
-
二
十
日
へ
宅
行
、
二
十
二
頁

一
九
六
六
年
九
円
，
二
十
日
発
行
、

‘
4
1
-
j
~
6
J
1
3
 

z
r
t
u
f
t
-
は宍廿一一一
γ
τ
.

主
守
主

-
L
-
U
1
上
官
J

寸

y

，
S
A叶

?
?
J
2
7

会
い
い
一
地
十
一
川
沿
九

uv

九一一九州一
'
u
宗
十
二
時
-

交
げ
は
J

バ一

L
2
三
十
日
号

一
九
え
九
年
六
月
十
五
日
発
行
よ
り
二
頁

ガ
リ
版
。

一
九
十
九
九
年
十
二
月
十
五
口
発
行
よ
打
開
頁

一
九
六
ヘ
一
年
え
日

d

二
十
日
発
行
よ
り
八
頁

一
九
六
一
年
・
λ

ド
ニ

7γ

克
己
九
九
一
行
い
よ
り
十
一
氏

一
比
六
二
年
一
月
一
二
十
日
発
行
よ
り
十
四
頁

十
九
一
段

こ
の

と
き

μ
丘
小
史
地
内
弘
子
研
吉
会
を
改
'
阿
川
し
て
ヤ
吃
地
理
学
会
と
し

巻
頭
に
会

ル
一
点
斥
ド
ム
rr
政
き
ん
か
ら
の
改
れ
一
&
」
け
と
炉
問
衿
を
お
殺
し
た
。

一
九
七
山
年
五
月
十
日
発
行
、
会
長
通

小
山
へ
地
問
ス
ナ
ム
三
十
一
日
時
三
仁
十
山
口
ち

ま
る
。
二
十
問

Q
と
な
っ
た
。

d
h

を
改
称
し
て
小
山
人
地
間
二
子
一
万
九
日
記
と
し
た
c

ト
ナ
ム
ロ
誌
と
し
て
の
準
備
が
は
じ

て
三
十
七
氏
と
な
っ
た
。

同
川
山
九
地
間
二
十
九
五
会
報
誌
ト
」
十
九

uv

一
九
?
じ
五
年
五
月
発
行
。
学
会
誌
と
し

ムロい
U
品
開
)
ド
U

の
γ

札一肝心中

-mナ
ノ
こ
と
が
、

ー
ン
フ
レ
に
よ
る
印
刷
代

紙
代
の
値

し
た
。

上
h

b
、
釦
送
科
の
値
上
げ
な
ど
の
経
済
酌
条
件
が
悪
化
し
て
レ
く
過
程
に
進
行

ル
数
の
ム
百
円
以
か
ら
の
ら
一
佼
だ
け
で
は
総
持
で
き
そ
う
も
な
い
情
勢
に
た

び
た
び
お
そ
わ
れ
た
。
常
任
委
礼
会
は
窮
余
の
一
策
と
し
て
、

円
を
寄
付
し
ょ
「
か
な
ど
と
、

通
信
と
紀
前
官
の
発
行
に
は

で
あ
っ
た
。

一
人
づ
っ
一
万

m作
判
同
な
慌
で
…
知
設
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
会
員

一
に
も
金

一
に
も
'
笠
と
い
号
状
況

中
間
常
任
委
比
一
長
は
口
会
一
間
け
は
予
竹
村
項
目
の
金
額
を
節
約
・
節

こ
に
も
金

約
を
く
り
か
え
し
た
。
常
任
委
員
は
運
営
努
力
、
と
し
て
、
交
通
費
を
出
き
子
、

会
議
脅
か
一
切
り
つ
め
て
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
を
し
て
経
済
的
危
機
を
わ
め
こ
え
た
。

な
に
よ
り
も
あ
り
が
た
か
っ
た
の
は
、
会
員
の
増
抗
、
会
費
め
値
上
げ
が
あ
っ

て

ι会
抗
日
の
完
納
が
行
わ
れ
て
、
会
員
の
続
協
力
は
絶
大
で
あ
ぐ
た
。
こ
と
に

刊
今
一
容
会
長
は
口
回
出
財
団
か
ら
の
研
究
助
成
金
を
二
生
お
き
に
と
れ
叶
つ
け
た
こ
と

，カ

は
、
ま
さ
に
干
天
に
慈
雨
で
あ
っ
た
e

売
上
げ
高
が
冷
加
し
た
。
自
曲
山
財
団
か
ら
の
研
究
助
成
金
は
学
会
わ
符
済
的
た

し
だ
い
・
に
だ
要
め
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

i
わ

械
を
の
り
こ
え
る
た
め
の
運
営
基
金
と
し
て
一
一
時
的
に
蓄
綾
し
た
こ
と
え
あ
「

た
。
会
負
か
ら
の
要
望
と
し
て
会
員
通
信
か
ら
学
会
誌
に
発
展
き
せ
る
こ
と
が

し
だ
い
w

に
強
く
な
ワ
て
き
た
。
イ
ン
フ
レ
が
強
ま
る
中
で
、

会
資
わ
値
上
戸
を

転
小
限
に
し
な
が
ら
、
曲
川
頁
を
行
、
い
旬
、
内
容
改
定
す
る
た
め
め
一
十
質
化
ば
在
日
吹

ー 1両ー

で
な
な
か
っ
た
む
そ
め
こ
ろ
故
浅
沼

接
待
士
の
遺
一
一
一
一
口
に
よ
ウ
て
歴
史
叫
ん
究
会

4

会
に
振
興
献
金
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
歴
史
地
理
学
会
会
結
を
ま
e

会
誌
と
し
て
内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

口
ぢ
か
ち
で
あ
っ
た
。
記
念
と
し
て
、

一
九
七
五
年
め
歯
科
七
十
九

山
口
守
人
さ
ん
が
故
桟
沼
博
士
の
遺

h

引
を

整
理
し
て
こ
の
号
に
論
説
第
一
号
と
し
て
掲
敵
し
た
。

こ
の
た
め
に
紀
要
編
集
の
担
当
す
る
常
任
委
員
の
外
に
、
会
報
編
集
担
当
の

常
任
委
員
を
新
設
し
た
。
こ
の
担
当
者
む
労
使
は
大
変
だ
っ
た
と
年
一
ト

E
f
会

報
月
九
行
の
た
め
に

一
年
中
毎
選
一
回
は
会
合
し
て
発
行
の
事
務
を
と
め
あ
ソ

か
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
論
説
の
原
稿

-v-集
め
た
り
、

府
桜
山
・
会
計
委
員
か

ら
会
員
へ
の
通
信
事
項
を
集
め
、
集
会
委
員
か
ら
例
会
の
発
表
面
三
日
と
庁
長
約

所
見
を
集
め
、

こ
れ
ら
を
整
理
し
て
印
刷
所
に
廻
し
、
そ
し
て
牧
正
彰
一
一
行
い
、

庶
務
・
会
計
委
員
と
会
員
ヘ
発
共
手
続
き
を
し
て
究
便
局
に
持
っ
て
い
く
と
こ



の
ム
E

ム
口
の
日
は
山
吊
与
比
売
宮
古
田
内
長
を
は
じ
め
、

各
ム
一
一
務
分
担
の
常
任
委
員
が
集
h
J
、

干
に
れ
作
業
の
よ
う
に
一
日
比
数
民
一
同
日
モ
っ
ち
く
ご
中

Eι
一月日
2
4、
一
言
員
一
一
一
文
は
こ
れ
を

二
十
年
も
独
特
の
凡
帳
一
回
き
で
や
杓
過
し
た
。

一
九
七
人
年
か
ら
常
任
委
員
長

は
専
修
大
学
山
山
時
該
哉
さ
ん
に
ハ
ト
ン
・
タ
ッ
チ
さ
れ
た
。

山
崎
常
任
委
員

長
れ
い
お
れ
茂
想
は
析
ム
fhLJ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
務
は
運
営
委
員
数
名
を
お

い
て
竺
ム

z
p
新
車
診
し
所
わ
兎
終
十
ぺ
学
に
お
レ
て
一
行
計
れ
て
い
と
c

山

崎

常

任

委

同
日
長
ば
析
の
生
五
注
目
き
を
テ
符
ー
し
て
こ
の
会
務
を
じ
恥
括
し
て
い
る
。
き
子
会

合
h
p
u
p
u

日
前
か
ら
ム
一
一
長
と
各
常
任
委
員
や
運
営
委
員
に
密
接
に
電
話
連
絡
を
し

し
た
が
一
ソ
て
常
任
委
じ
長
に
な
っ
た
と
き
か
ら
、
途
端
に
出
時

J

き
ん

て
お
く
c

の
お
(
じ
内
定

J

J

A

恥
れ
ム
t

が
何
倍
か
に
同
附
加
し
た
。

し

か

し

学

会

は

こ

の

広

話

料

金

守
さ
し
ょ
げ
て
い
な
い
。
ム
同
仔
委
員
長
は
御
令
聞
に
ど
の
よ
う
に
弁
僚
な
き
っ

て
レ
ヱ
配
め
よ
か
、

九一一

FKLi--ν
て
心
配
の
封
印
で
去
る
。

一
、
歴
史
地
理
学
会
会
報
の
内
容
に
つ
い
て

守
山
℃
灼
一
日
ハ
ん
一
寸
'
会
ば
J
4

一
M
m
u
一
し
て
を
の
み
〕
行
の
ぼ
か
に
、

き

ら

に

会

員

通

信

を

年
六
一
川
一

4
何
於
に
交
付
し
て
い
し
壬
の
か

J

だ
考
、
込
町
行
は

歴
史
地
理
学
の
さ
ま

主
ご
空
山
一
ゲ
一
三
位
聞
き

-
R
2

十
い
九
九
二

、一骨
~mlaK
袋、ムザ
~
L

そ
の

F
P】
安
一
同
を

b-:1n 
γ

内
在
日
上
達
し
て
い
ゴ

is--bz
山
ら
か
に
し
て
こ
れ
を
一
歩
釘

J

迄
き
せ

品

p
h
L
」
?
し
た
。

山
ニ
い
三
勺
て
-
A
4
1
J

町
一
わ
山
口

v

昨己弁一一
m
u
pー
し
て
レ
る
停
工
丈
抽
出

回
二
↓
+
民
と
し
て
じ
妾
な
こ
と
4

よ
F

だ
C

し
た
が
っ
と
お
ご
午
の
十
九
'
会
は
干

i
l

マ

戸
駅
め
ン
ン
ボ
ジ
内

ア
E
日
市
山
一
-
一
軒
一
訟
に
わ
け
て
を
い
士
択
し

シ
ン
ポ

e

ン
ウ
ム
昨
日
+
〕
士
六
J
J

中
じ
と
な
っ
て
い
と
い
に
を
が
交
付
さ
れ
た
c
V

}

判
い

A

エ
;
r

‘
 

}
一
，
、
，
7

t

t

-

J

J

-

-

a

g
F
F
F
一向
J

J

、
e
h
U
J
t
e
h
J
J

的
忌
に
は
短
所
で
も
あ
「
一
だ
O

F

d

一ョ日
H
d
a
一寸
J
J

間

υ
を
持
っ
て
い
る
一
寸

2 ・
んJふ

い
つ
の
大
ム
立
の
一
一
ノ

l
マ
と
な
れ
リ
、

紀
委
に
発
表
で
き
-
る
の
か
と
い
v

ろ
宗
主
一
ぐ
あ

エ)。

い
ず
れ
に
し
て
主
、
会
長
は
」
午
一
間
一
の
!
十
ヘ
ム
口
莞
一
一
一
仁
と
-r-耳

t
v

と
が
守
ナ
ム
デ
v

土』

つ
な
が
杓
を
持
う
た
だ
け
で
ふ
る
c

こ
れ
に
対
し
て

年

五

l
六

百

の

例

会

が

間

か

れ

る
c

ム今

よ

じ7)

例
J

ふ
ー
は

発
表
者
が
あ
り
、

出
陀
一
手
告
は
三
十
数
名
で
、

シ
72
ふ
I
J

竿完工ー一一、十字
H

h

J

Z

h

，
p

了一色、ノ

z
-
F
一言
M

Y

妥

l
J
b
E
n
w
J
ー才

4
4
f
F

J
J

ピ
ヤ
ム
亡
で
b

酌
司
会
。

し
か
し
出
昨
斤
者
は
東
京
と
そ
の
乏
m
w
y
R
U

会
日
目
だ
け
で
去
と

(
U

こ
の
例
会
そ
夫
九
乞
全
国
の
会
員
忙
連
絡
し
な
け
れ
J

日
な
吟
な

L
C

h
R
4

一一ヘ，
e

一子会予
F
A
:

一一
A
r
L
V
j
t
-
4
3

か
ら
会
員
へ
め
事
務
連
絡
も
ま
た
多
〈
、

」
t
F
4
}
で

h

ぎ
る
た
け
間
半
く
ム
千
八
h
u
F

に
-4

信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
会
員
通
伝
は
例
会
発
表
、
と
闘
争
持
法
絡
を
昨

心
と
す
る
内

J

容
と
な
っ
た
。

巨
ヤ
(
年
の
間

会
長
品
一
日
は
会
員
め
斗
一
同
読
な
い
こ
か
一
夫

表
す
る
学
会
誌
で
は
な
か
っ
た
。

昨叶d

本
次
世
↑
，
じ
日
か
紙
一
川
い

し
か
し
特
色
が
あ
ウ
た
む

h
q
一
許
す
だ
け
大
き
く
と
め

」
れ
に
当
日
の
序
長
め
所
見
守
一
円
け
た
こ
と
で
;

っ

ι~。
」
の
所
見
の
十
心
情
煮
の
意
義
は

当
日
わ
れ
吃
孔
ハ
に
わ
一

J

し
て
ど
の
紅

f
κ
:

に
討
議
き
れ
た
か
を
客
観
的
に
記
録
し
て
会
員
に
知
戸
h
J
t
一
ミ
こ
と
に
去

宅
と
こ
ろ
が
所
一
え
と
い
三
勺
七
か
ム
H
7
じ
て
き
』
た
と

E
I
T
れ
工
島
イ
ん

て
r

J
可

;
+
b
ι
仲
叫

J

，
C
下

4

1

h

曹

三

読

め

写

佐

ん
昨
ぶ
ハ

fwm人
仕
入
な

凶

気

や

記

ぷ

J
J一
し
だ
い
v
r
L
S
Fト

J

b

口一一銭
-
I

ゼ
ム
げ
く
し
お

i
だ
さ
れ
と
き
た
c

こ
れ
ば
A
4

いザハれい九
.
r
{「J
A

ぎ
で
キ
-
r
r

そ
仁
三
者
か
ム
め
了
一
川
市

J

し
げ

L
ば

ロ

て

く

と

よ

ち

に

た

'

た
C

と
ru

れ町れ一-一
J

い
て
土
日
]
見
泣
い
こ
っ

L

ろ
に
わ
か
か
る
と

E
Kノ
ベ
¥

斗E
一一新グ一
-A-
伎
町

lr~
一一仁レ
F
Jわ叶
h
-

よい

吟
怪
人
前
一
抗
予
ロ
め
い
ず
れ
か
に
か
た
よ
る
こ
と
な
〈
、

一一6
3

引
に
~
沃
ー
い
な

ヌ
が
な
け
れ
ば
、

例
ム
一
い
の
一
定
路
気
守
会
長
に
よ
/
伝
え
る
こ
と
に
は
な
ご
な
い

一
た
岬
(
て
j

c

九
円
一
員
尚
信
が
ム
ロ
報
に
改
ま
る
こ
ろ
に
は
、

会
員
か
ら
新
し
い
専
一
誌
が
し
だ

L



に
強
く
な
っ
て
き
た
。

ν』
要
は
大
会
発
表
を
千
!
?
と
す

E
-と
い
「
わ
く
に
は

発
表
期
日
、
も
同
定
さ
れ
て
い
こ
心
。
例
会
発
表
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
誘

め
ら
一
れ
、

演
で
あ
る
。
き
ま
ざ
ま
の
議
題
合
一
日
開
説
と
し
て
発
表
で
き
る
険
会
を
拡
大
寸
ベ

き
で
あ
る
と
い
、
ろ
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
会
員
が
す
で
に
五
百
以
十
タ
J

に
な

っ
た
歴
史
泡
舟
一
学
会
と
し
て
ふ
川
町
快
い
の
こ
と
で
あ
る
。
い
つ
ま
で
も
千
貨
が
許

寸
か
ど
円
か
の
問
題
で
あ
る
と
は
一
い
ハ
一
て
お
ら
れ
な
い
、
。
会
報
は
当
然
の
こ
と

と
し
て
学
会
汁
叫
に
件
終
日
同
げ
る
こ
と
に
九
九
尽
き
ぜ
な
け
れ
ぽ
な
わ
な
い
、
。

会
報

門
司
小
中
」
十
九
日

d

か
ム
会
報
誌

vvuJγ
に
を
つ
く
わ

ι-
~ 
報

ム
問

U
-

ユ
4
D
L
一日

研
究
ノ
!
ト

r
・、-一令うま

umwHtv

・1
μ
凶
↓
一
巳

文
献
日
i
h
γ

ム一一日間'報
H
U

な
ど
に
改
灼
ら
れ
た
。

し
か
し
当
分
の
間
同

J
U

九
州
設
を
一
っ
と
し
て
れ
ベ
抗
駅
一
一
一
江
と
之
い
原
点
朴
べ
ば

pu-ru
と
し
て
一

揺
す
る
こ
と

-

』

i
h
l
a

守

一

」

』

o

p
-
-
4
j
7
 

な
に
し
人

J

万
七
と
は
い
「
.
h
川、

松
一
良
怠
予
三
十
七
百
の
薄
い
も
の

だ
か
ム
で
あ
る
。
ん
ー
で
よ
が
一
弐
の
山
火
山
肌
一
か
ち
く
な
杓
、

年
六
回
の
会
報
で
ー
さ

，
は
き
き
れ
な
く
な
っ
て
き
一
た
。
会
報
一
樹
旬
、
主
誌
の
し
ご
と
ぷ
ま
す
ま
寸
ふ
く
れ

ふ
が
っ
て
き
た
。
今
や
ザ
-mmq

と
九
一
一
朽
の
た
一
行
間
駄
を
ど
ろ
寸
る
か
、

一
十
算
円
分
配

を
一
向
者
に
い
か
に
す
る
か
、

山
花
実
と
ム
古
都
れ
は
今
後
ど
の
よ
う
に
学
会
活
緊
の
由

に
位
計
づ
け
て
い
く
か
が
示
会
阿
川
起
と
な
一
一
て
き
た
c

回
、
歴
史
地
理
学
会
会
報
の
諸
問
題

と
に
か
く
序
史
堆
丹
、
V
J
九
十
一
は
二
十
任
も
す
ぎ
る
と
い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
で
て

く
る
。
学
会
の
常
任
を
い
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
均
一
に
ベ
テ
ラ

Y

で
あ
る
。
市
l

回
栄

一
さ
ん
は
庶
務
、
会
計
と
常
任
ま
い
長
か
二
十
年
間
勤
続
で
あ
る
c

現
常
任
委

員
長
の
山
崎
議
哉
き
ん
も
や
は
れ
リ
符
号
の
常
任
委
員
と
新
常
任
雲
員
長
で
二
十

年
勤
続
者
で
あ
る
。
常
任
雲
員
長
は
ム
一
一
報
責
任
者
と
な
る
の
が
慣
例
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
多
忙
は
大
変
で
あ
る
。
紀
要
編
集
の
常
任
委
員
の
責
任
者
で
あ
る
山

口
恵
一
郎
さ
ん
は
二
十
巻

K
及
ぶ
紀
要
の
大
部
分
を
編
集
・
校
正
し
て
長
ご
た
c

集
会
担
当
の
常
任
委
員
の
責
任
者
の
中
島
義
一
き
ん
も
E
穴
住
月
に
わ
た
ぺ
一
て
大

会
と
例
会
を
つ
か
さ
ど
り

そ
の
発
表
者
と
例
会
・
大
会
の
場
所
を
成
立
さ
ぜ

て
き
た
。
よ
く
ぞ
こ
れ
ら
の
常
任
委
員
の
方
々
は
そ
れ
ぞ
れ
め
会
務
を
苧
h

通

し
て
き
た
と
居
ぅ
。
会
員
は
こ
れ
ら
の
人
h

に
感
読
し
な
が
ら
、

友
ま
ち
に

't

頼
り
す
ぎ
て
い
る
。
今
臼
で
は
こ
れ
ら
の
方
々
は
自
介
の
徒
継
者
づ
く
杓
に
教

心
で
あ
る
。
山
崎
常
任
委
員
長
の
新
構
想
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
わ
会
務
署
管
幸
良

の
実
現
J
U

後
継
者
づ
く
ち
に
役
立
つ
だ
ろ
ろ
。
ベ
テ
ラ
ン
に
よ
る
会
廷
の

2
Z

化
も
大
切
で
あ
る
が
、
運
営
の
主
口
氏
一
円
が
強
く
要
請
き
れ
て
い
る
。
と
〈
に
浮

歴
史
地
理
学
が
大
き
く
変
り
つ
つ
あ
る
時
代
で
あ
る
こ
と
を
震
学
寸
ミ

代
は
、

と
、
そ
の
翫

p

一
向
に
学
会
の
体
制
が
適
応
し
、
促
進
し
て
レ
〈
エ
ネ
ル

4

・
ー
を
伊

一 1員一

出
MM

さ
せ
る
こ
と
が
、
必
要
で
あ
ろ
に
ノ
C

新
設
と
も
い
う
べ
き
庶
務
・
会
-
計
わ
責
任

者
で
お
る
山
臼
安
彦
さ
ん
、
会
計
担
当
の
松
村
祝
男
さ
ん
、
紀
宙
空
担
当
一
の
家
計
一

会
報
、
集
会
担
当
の
各
委
員
な
ど
が
登
場
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
ふ
ノ

万
雄
き
ん
、

の
方
々
は
一
一
層
若
い
運
営
委
員
の
人
々
と
そ
れ
ぞ
れ
め
会
務
を
進
行
き
せ
て

L

る。
な
に
を
き
て
お
き
、

歴
史
地
理
学
会
は
毎
年
一
同
党
行
の
厚
い
い
叱
五
す
と
「
叫
ん
十

同
発
行
の
会
報
と
を
い
か
に
関
係
a
f
J

け
る
か
は
、

き
し
当
ヲ
て
抑
階
段
し
な
い

t

ば
な
ら
ぬ
軍
要
問
題
で
あ
ろ
号
。
今
、
報
に
は
論
説
を
ふ
や
し
た

L
が
、
そ
Z
4

寸

れ
ば
円
分
厚
く
一
良
歓
を
滑
加
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
ろ
。
年
六
回
発
行
と
い
、
久
ノ
ム
イ

忙
な
商
事
務
に
い
つ
ま
で
耐
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、
年
四
国
莞
行
わ
季

γ

刊f

'

語
、
主
え

ら
れ
る
だ
ろ
k
y
c

学
会
誌
と
内
容
そ
充
実
き
せ
て
い
く
と
、
引
に
委
の
一
f

I

マ

-p，



特
集
号
は
年
一
回
と
い
う
こ
と
も
、
紀
要
内
容
の
充
実
と
会
員
の
研
究
発
表
の

た
め
に
あ
ま
り
に
も
回
数
が
多
く
と
い
ろ
こ
と
に
な
っ
て
レ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
は
学
会
の
収
入
・
支
出
の
予
算
と
い
か
に
関
係
づ

け
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。

非
会
員
め
紀
前
官
購
入
に
よ
る
収
入
は
学
会
の
重
要

そ
の
価
値
は
非
会
長
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
学
会

収
入
源
で
あ
る
か
ら
、

誌
を
非
会
員
に
購
読
さ
れ
る
ま
で
に
内
容
を
充
実
寸
る
に
は
大
き
な
努
力
を
必

亙
て
と
寸
る
だ
ろ
う
。
会
報
と
紀
要
の
問
題
は
歴
史
地
理
学
会
が
真
剣
に
と
り
く

ん
で
、

会
員
諸
氏
の
御
協
力
の
も
と
に
U

臨
検
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
会
報

第
一

O
心
号
の
発
行
に
お
い
て
こ
れ
ち
の
問
題
の
重
要
性
を
提
案
す
る
次
第
で

あ
る
。
歴
史
地
建
学
会
会
報
は
学
会
誌
と
し
て
成
長
す
る
に
は
、

い
く
つ
も
の

山
市
引
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
だ
ろ
う
が
、
や
が
て
は
こ
の
こ
と
も
実
現
す

る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
会
報
第
一

0
0号
ま
で
の
過
去
を
ふ
り
か
え
っ
て
、

19-

。
争
く
の
方
々
の
御
努
力
に
感
謝
寸
る
次
第
で
あ
る
。

(
会
長
H

筑
波
大
学
歴
史
・
人
類
学
系
教
授
)




